
第四章 史跡と文化財

- 185-

第
四
章

史
跡
と
文
化
財

第
一
節

特
別
名
勝
(
国
指
定
文
化
財
)

市
外
三
ヶ
町
村

、
山
梨
県

)

富
士
山
(
昭 富
和 士
吉
田十
七
年
十
一
月
二
十
二
日
指
定

二

「
田
子
の
浦
ゆ
打
ち
い
で
て
み
れ
ば
真
白
に
ぞ
富
士
の
高
嶺
に
雪
は
ふ
り
け
る
」
山
辺
赤
人
の
名
歌
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
万
葉
の
昔

か
ら
す
で
に
名
山
と
し
て
の
誉
れ
が
高
か
っ
た
。
し
か
も
こ
の
歌
は
富
士
山
の
本
質
的
な
美
を
よ
く
と
ら
え
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
富
士
山
の
名
勝
た
る
ゆ
え
ん
は
、
そ
の
山
麓
か
ら
山
頂
に
い
た
る
間
に
眺
め
ら
れ
る
大
景
観
も
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
や
は
り
周
囲

か
ら
眺
め
る
富
士
の
姿
形
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
立
地
条
件
は
海
辺
に
面
し
、
し
か
も
広
大
な
山
麓
を
有
し
て
地
平
線
上
か
ら
直

ち
に
そ
び
え
た
ち
、
三
、
七
七
六
材
と
い
う
日
本
最
高
の
高
さ
と
、
火
山
活
動
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
円
錐
形
の
典
型
的
な
秀
麗
な
山
容

を
、
東
海
道
あ
る
い
は
伊
豆
半
島
な
ど
の
海
岸
か
ら
仰
ぐ
時
の
絶
景
は
、
古
い
表
現
で
は
あ
る
が
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
。

な
お
、
裏
富
士
と
俗
称
さ
れ
る
北
方
本
県
側
の
五
湖
か
ら
近
々
と
仰
ぐ
富
士
、
ま
た
、
御
坂
山

脈、
南
北
ア
ル
プ

ス
、

箱
根
の
諸
山
か

ら
は
、
山
岳
重
畳
た
る
彼
方
に
君
臨
す
る
富
士
の
偉
容
が
望
見
さ
れ
、
こ
れ
ま
た
見
事
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

で
は
富
士
山
自
体
の
美
し
さ
と
い
え
ば
、
や
は
り
世
界
に
た
ぐ
い
な
い
円
錐
形
火
山
体
と
い
う
山
形
そ
の
も
の
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ

の
山
の
生
成
に
つ
い
て
は
別
項
富
士
山
麓
一
帯
の
洞
穴
・
風
穴
の
成
因
に
説
か
れ
て
い
る
と
お
り
、
古
富
士
火
山
と
小
御
岳
火
山
の
上
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に
、
約
一
万
年
前
新
富
士
火
山
の
活
動
が
開
始
さ
れ
、
こ
れ
が
両
火

県
山
を
埋
め
つ
く
し
て
現
在
の
清
秀
き
わ
ま
り
な
い
富
士
山
が
形
成
さ

鴨
沢

れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
富
士
山
一
帯
に
分
布
す
る
植
物
群

や
鳥
類
も
ま
た
ま
こ
と
に
多
彩
を
き
わ
め
、

青
木
ヶ
原
の
樹
海
を
は

Y
L

船

津
じ
め
と
し
て
富
士
山
原
始
林
、
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
や
フ
ジ
ザ
ク
ラ
の
群

口

登

0

山

道

送
下
狐
塚
五
二
五
五
番
地

落
、
ま
た
は
ア
カ
マ
ツ
の
純
林
、
シ
ラ
ビ
ソ
、

コ
メ
ツ
ガ
、

ト
ウ
ヒ

米

1

1
0

0
*

～
米

0

1

西
塚

五
一 台
点 終

点

河

口

湖

一一五

起三
狐〇
四
番
地

な
ど
の
素
晴
ら
し
い
針
葉
樹
林
、

お
中
道
あ
た
り
の

高
山
植
物
な
ど

m
0
7

0
,
5
0
0
m

5

,

町

1

-
-

-

は
、

貴
重
で
あ
る
と

同
時
に
富
士
を
自
然
の
宝
庫
と
し
て
無
限
に
彩

五
合

*

1

7

*

0

0

吉

田
一一

番
地

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

m
0

,

吉

0

0

1
1
1
,

0

5
0
m

0

1 1
1
1田

*
0
0
1
7
7
1
1
7

口

富

士

登

山
こ
の
五
合
目
を
お
中
道
と
称
し
、
別
に
天
地
の

境
と
も
い
わ
れ
、

吉
道

上
吉
田

田

市
六
合
目
あ
た
り
か
ら
頂
上
は
火
山
灰
地
の
雄
大
な
ス
ロ
ー
プ
が
展
開

,
起
二

点

三 壞

一 林

〇
番
地

し
、
視
界
を
さ
え
ぎ
る
も
の
は
何
一
つ
な
く
、
前
記
の
通
り
日
本
国

道

県

下
吉
田

原

ヶ

土
の

ヶ

山
岳
あ
い
つ
ら
な
る
大
景
観
が
、
一
望
の
う
ち
に
収
め
ら

れ
、

*0
-

01
--

梨

7

m000,

山
中
湖
村

5

大
明
見

頂
上
に
い
た
り
二
二
〇
材
の
深
さ
と
直
径
約
六
〇
〇
㎡
の
摺
鉢
形
火

‒‒
m

山
中

終
点

口
の
周
辺
を
め
ぐ
る
(
俗
に
お
鉢
め
ぐ
り
と
い
う
)
と
、
東
南
方
に
は

山
中
湖
村

御
所
一
二

番
地

北
畠
八
六
一
番
地

伊
豆
半
島
、
相
模
灘
お
よ
び
東
京
湾
か
ら
房
総
半
島
ま
で
の
海
岸
線

忍
野

村
が
曲
折
し
て
、
繊
細
優
美
な
姿
を
煙
霧
の
中
に
遙
見
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
さ
ら
に
こ
の
登
頂
が
夕
刻
の
場
合
な
ど
は
時
に
よ
っ
て
雲
海
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に
大
い
な
る
富
士
の
影
が
う
つ
り
、
暁
天
・
御
来
迎
は
も
ち
ろ
ん
い
う
に
及
ば
な
い
富
士
登
山
の
最
大
の
目
的
で
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ほ

ど
自
然
界
の
神
秘
と
雄
大
さ
を
容
易
に
味
わ
い
う
る
名
勝
地
は
他
に
比
肩
す
る
も
の
が
な
い
で
あ
ろ
う
(
『
山
梨
の
文
化
財
』
国
指
定
編
昭

和
四
十
六
年
に
よ
る
) 。第
二

節
特
別
天
然
記
念
物

(
沢

村
鳴
沢

山
梨
県
)

鳴
沢
の
溶
岩
樹
型

鳴昭
和
二
十
七
年
三
月
二
十
九
日
指
定

溶
岩
樹
型
と
は
、

流
動
性
の
大
き
い
溶
岩
が

鳴
沢

溶
岩

樹
型

表

森
林
地
を
流
れ
る
際
、

立
木
あ
る
い
は
倒
木
を

番
号

形
状

口
径
(
セ
ン
チ
)

深
さ
(
メ
ー
ト
ル
)

備

五
二

・
四

包
囲
し
て
固
結
す
る
が
、
そ
の
溶
岩
の
中
に
残

1

2
)

六 七

〇
二 一

・
九

さ
れ
る
樹
幹
の
形
を
し
た
竪
穴
あ
る
い
は
横
穴

3
七
八

七
・
四…

・
傾
斜
三
五
度
・
北
一
〇

度
西
に
向
く
。

を
い
う
。
ま
た
、
樹
木
就
中
樹
幹
の
な
か
に
溶

一
三

五
三
・
六… …

.
.
.
写
真
1
に
示
す
。
完
全
な
円
筒
状
。

L
O

九
〇

四
・
五

岩
が
侵
入
し
、
木
質
部
が
焼
失
す
る
に
し
た
が

6
短
井
形

一
1
二
1

1
〇

九 … …
現
在
は
存
在 た
し
な
い
。

っ
て
溶
岩
が
そ
の
部
分
を
充
填
し
、

樹
幹
の
形

7
六
六

三
・
五

)
を
残
し
て
固
結
し
て
い
る
溶
岩
を
い
う
。

6
井

形
四
〇

三
・
七

1
1
1

O

こ
れ
ら
は
型
態
に
よ
っ
て
井
形
(
竪
穴) ・

9
双
生
井
形

{ √
五六 K
〇 七O

二 三
1

1・
〇四

I . .… …:
二
個
の
円
筒
状
の
幹
よ
り
成
る
。

1 0
横

七八
五
・

七… …
北
五
五
度
西
に
向
く
横
穴
。

横
臥
(
倒
穴
)
・

傾
斜
(
井
形
と
横
臥
の
中

間
)

C
I
・

4
一
八
〇

六
・
不
動
岩
式
(
井
形
の
一
部
が
地
上
よ
り
高
い
形

一
五
〇

四
・
五
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状) ・
棍
棒
山
式
(
ス
リ
バ
チ
を
伏
せ
た
形
状
で
頂
上
が
開
口
す
る
竪
穴
)
の
五
種
類
に
分
類
さ
れ
、
単
独
あ
る
い
は
複
合
し
て
樹
型
群
を
な

し
、
富
士
山
麓
に
す
こ
ぶ
る
広
く
分
布
す
る
。

鳴
沢
の
溶
岩
樹
型
一
帯
は
、
青
木
ヶ
原
溶
岩
流
が
徐
々
に
薄
く
な
り
、
つ
い
に
そ
の
姿
を
失
う
末
端
部
に
あ
た
る
が
、
溶
岩
流
の
厚
さ

が
ち
ょ
う
ど
樹
型
を
造
る
程
度
に
な
っ
た
部
分
に
散
布
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
井
形
樹
型
で
あ
る
が
、
一
部
傾
斜
ま
た
は
水
平
の

も
の
が
み
ら
れ
る
。第
三
節

天
然
記
念
物

鳴
沢
氷
穴
(
鳴昭
沢和
村十
軽年
水六
月 八
五七
三日
三指
番定
地

山
梨
県
)

こ
の
氷
穴
は
鳴
沢
村
の
県
有
林
内
に
あ
り
、
周
囲
の
地
表
は
、
青
木
ヶ
原
溶
岩
流
の
表
面
を
ほ
ぼ
現
し
て
お
り
、
一
般
に
北
に
二
～
三

度
の
緩
傾
斜
を
示
す
が
、

平
坦
で
は
な
く
わ
ず
か
に
凹
凸
が
あ
る
。
ま
た
、
本
氷
穴
の
北
方
〇
・
五
き
に
は
足
和
田
山
稜
の
西
端
部
が
溶

岩
流
面
に
突
き
出
て
い
る

。

本
氷
穴
の
総
延
長
は
約
五
二
奶
、
長
さ
の
点
で
は
中
位
で
あ
る
が
、
そ
の
形
態
は
特
異
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
入
り
口
の
崩
落
に
よ
る

拡
張
部
を
除
き
、
内
部
に
は
二
つ
の
大
広
間
が
あ
り
、
天
盤
に
は
完
全
な
溶
岩
鍾
乳
石
面
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

洞
壁
の
形
状
は
、
氷
穴
入
り
口
か
ら
平
面
図
番
号
②
ま
で
は
、

一
部
崩
落
に
よ
り
原
形
の
崩
れ
て
い
る
個
所
が
あ
り
、

そ
こ
で
は
溶
岩

層
・
岩
滓
状
溶
岩
層
・
多
孔
質
ス
コ
リ
ア
状
溶
岩
層
の
互
層
が
現
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
互
層
の
一
般
走
向
は
北
一
〇
度
東
、
傾
斜
は
二
二

度
東
で
あ
り
、
入
り
口
近
く
の
平
面
図
番
号
①

お
い
て
は
、
北
二
〇
度
東
、
七
〇
度
東
の
三
条
の
亀
裂
に
よ
り
、
幅
一
・
五
～
二
が
前

後
に
な
っ
た
溶
岩
塊
が
ぶ
ら
さ
が
っ
て
お
り
、
岩
塊
と
天
盤
と
の
間
隙
は
約
十
秒
で
岩
塊
相
互
の
か
み
合
い
で
か
ろ
う
じ
て
落
下
を
防
い
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で
い
る
状
態
が
観
察
で
き
る
。
し
か
し
、
平
面
図
番
号
⑨
か
ら
⑩
の
間
は
完
全
な
溶
岩
鍾
乳
石
面
や
溶
岩
樹
型
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
復

路
(
下
方
の
横
坑
)
の
③
か
ら
氷
池
の
間
も
ほ
ぼ
原
形
が
保
た
れ
て
い
る
。
溶
岩
樹
型
が
溶
岩
洞
穴
の
側
壁
に
ほ
ぼ
平
行
し
て

存
在
す
る

点
に
興
味
が
あ
る
。
ま
た
、
氷
池
は
天
然
氷
を
産
出
す
る
が
、
こ
れ
は
富
士
山
雪
解
伏
流
水
が
湧
出
し
、
氷
結
し
た
も
の
で
、
過
去
に
富

士
天
然
氷
と
し
て
販
売
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
こ
と
に
興
味
深
い
溶
岩
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
。

富
士
北
麓
の
溶
岩
洞
穴
に
つ
い
て
の

概
説

富
士
の
山
麓
に
は
、
氷
穴
・
風
穴
・
御
穴
・
洞
穴
な
ど
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
溶
岩
洞
穴
が
分
布
し
、
い
ま
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
も
の

だ
け
で
も
大
小
合
わ
せ
る
と
七
十
余
個
に
達
し
、
と
く
に
青
木
ヶ
原
溶
岩
流
に
多
く
、
わ
が
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
十
四

穴
の
う
ち
、
八
穴
ま
で
が
富
士
北
麓
の
青
木
ヶ
原
溶
岩
流
に
分
布
す
る
。
そ
こ
に
は
種
々
の
特
徴
が
あ
る
溶
岩
ト
ン
ネ
ル
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
溶
岩
ト
ン
ネ
ル
の
成
因
は
、
富
士
山
の
新
し
い
時
期
の
溶
岩
流
が
流
れ
出
し
た
際
、
ま
ず
外
気
に
ふ
れ
た
部
分
は
盛
ん
に
ガ

ス
を
発
散
し
な
が
ら
冷
固
し
、
岩
石
(
玄
武
岩
)
と
な
る
。
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
に
そ
の
表
面
に
割
れ
目
が
で
る
。
同
様
に
ま
だ
冷
固
し
な

い下
層
部
に
お
い
て
も
、
溶
岩
流
流
動
の
惰
性
な
ど
の
影
響
に
よ
っ
て
裂
隙
の
生
じ
る
部
分
が
あ
り
、
そ
れ
が
溶
岩
洞
穴
の
本
源
で
あ
ろ

う
と
み
ら
れ
て
い
る
。

裂
隙
は
冷
却
が
進
む
に
つ
れ
て
空
隙
を
ひ
ろ
め
、
そ
の
天
井
部
か
ら
は
、

ま
だ
冷
固
し
な
い
溶
岩
が
滴
下
し
て
洞
穴
に
た
ま
る
。
一

般

に
天
井
は
ア
ー
チ
形
を
示
し
、

表
面
に
は
溶
岩
鍾
乳
石
が
懸
垂
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
洞
底
は
ほ
ぼ
平
坦
と
な
り
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は

溶
岩
石
筍
が
生
ず
る
の
で

あ
る

。

神
座
風
穴
(
鳴昭 鴨
沢和 呎
村十
年 神
六 座
月 八
七 五
日 三
指 六
定 番
地

山
梨
県
付

蒲
鉾
穴
お
よ
び
眼
鏡

穴
)

神
座
風
穴
お
よ
び
蒲
鉾
穴
・
眼
鏡
穴
は
、
上
九
一
色
村
富
士
風
穴
の
東
南
約
一
、
五
〇
〇
脳
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

こ
の
三
洞
穴
の
所
在
地
一
帯
は
、

大
室
山
の
東
麓
に
あ
る
背
負
子
及
び
神
座
山
の
両
小
側
火
山
の
間
を
流
れ
た
青
木
ヶ
原
溶
岩
流
の
分



190-

布
地
で
、
海
抜
一
、
二
六
〇

、
溶
岩
流
は
北
に
三
～
六
度
の
傾
斜
を
示
す
。
な
お
、
蒲
鉾
穴
は
神
座
風
穴
に
ほ
ぼ
そ
っ
て
分
布
し
、
眼

鏡
穴
は
神
座
風
穴
の
末
端
近
く
に
位
置
す
る
。

神
座
風
穴
の
総
延
長
は
約
三
五
〇
材
、
さ
ら
に
洞
外
の
洞
穴
上
端
溝
状
谷
を
溶
岩
洞
穴
の
天
井
陥
落
溶
岩
溝
と
み
な
す
と
、
そ
の
総
延

長
は
六
〇
〇
M
に
も
達
す
る
最
長
溶
岩
洞
穴
で
あ
る
。
し
か
し
、
洞
内
の
奥
部
は
天
井
の
墜
落
溶
岩
塊
が
散
在
し
、
狭
い
所
が
多
く
歩
行

は
す
こ
ぶ
る
困
難
で
あ
る
。
洞
穴
内
に
は
水
や
氷
が
な
く
、
気
温
は
洞
内
外
と
も
大
差
な
く
極
め
て
換
気
の
良
い
こ
と
は
こ
の
風
穴
の
特

徴
と
い
え
よ
う
。

本
風
穴
に
そ
っ
て
独
立
的
に
存
在
す
る
蒲
鉾
穴
の
規
模
は
、
風
穴
の
ほ
ぼ
半
分
程
度
で
、
そ
の
形
態
は
風
穴
と
大
同
小
異
で
あ
る
。

眼
鏡
穴
は
小
規
模
で
あ
る
が
、
約
二
七
が
を
隔
て
て
相
対
す
る
二
つ
の
噴
気
孔
を
持
ち
、
し
か
も
、
こ
の
西
・
南
二
噴
気
孔
は
、
底
部

に
お
い
て
相
通
ず
る
ま
こ
と
に
興
味
深
い
貴
重
な
溶
岩
洞
穴
で
あ
る
。

大
室
洞
穴
(
昭 鴨
和 沢
村十
年
山六

梨月

県七

)日
指
定

大
室
洞
穴
は
、
大
室
山
の
北
麓
に
位
置
す
る
。
こ
の
洞
穴
の
方
向
は
大
体
東
南
か
ら
西
北
に
向
か
う
が
、
現
在
入
り
口
が
埋
没
さ
れ
、

入
洞
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
が
、

単
純
な
中
「
規
模
の
溶
岩
洞
穴
と
み
な
さ
れ
る
。

士
原
始

(
大 鳴
沢正
字十
五 富
士年
二 山
月 県
二 有
十 林
四 第
日 六
指 林
定 班
い
～
ろ
小

班、
鳴
沢
字
富
士
山
県
有
林
第
七
班
い
、
は
小

班)
富

山
林

こ
の
富
士
山
原
始
林
は
、

山
梨
県
に
下
賜
さ
れ
た
元
御
料
林
の
一
部
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

規
模
は
富
士
山
北
麓
の
上
九
一
色
村
本
栖
の
大
室
山
、

精
進
湖
よ
り
小
御
岳
に
至
る
林
道
の
両
側
な
ど
を
も
含
め
た
広
大
な
地
域
の
大

原
始
林
で
、
景
観
上
は
も
ち
ろ
ん
、
天
然
記
念
物
な
ら
び
に
学
術
上
か
ら
み
て
も
そ
の
価
値
は
高
い
。

樹
種
は
ツ
ガ
、
コ
メ
ツ
ガ
、
ヒ
メ
コ
マ
ツ
、
シ
ラ
ベ
、
カ
ラ
マ
ツ
、
ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ
ラ
、
ト
ウ
ヒ
、
イ
ラ
モ
ミ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
、
ブ

ナ
、
ミ
ネ
バ
リ
、
ア
サ
ダ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
サ
ワ
シ
バ
、
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、
カ
ジ
カ
エ
デ
、
コ
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
ウ
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リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
、
チ
ド
リ
ノ
キ
、
ミ
ズ
キ
、
カ
ツ
ラ
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
、
ホ
オ
ノ
キ
、
ハ
リ
ギ
リ
、
ク
ロ
カ
ン
バ
、
フ
ジ
ザ
ク
ラ
、
ク
ロ
ソ

ヨ
ゴ
、
ア
セ
ビ
、
ツ
ル
シ
キ
ミ
、
ツ
ル
ア
リ
ド
ウ
シ
、
キ
ッ
コ
ウ
ハ
グ
マ
、
ト
ガ
ス
グ
リ
の
ほ
か
多
数
か
ら
な
る
原
始
林
で
あ
る
。

故
篠
原
博
都
留
文
科
大
学
教
授
の
詳
細
な
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
の
植
生
構
成
は
、
高
木
層
で
は
ツ
ガ
七
〇
%
、
ヒ
ノ
キ
二
〇
%
、
そ

の
他
一
〇
%
で
、
針
葉
樹
十
六
種
、
落
葉
広
葉
樹
三
十
一
種
。
低
木
層
で
は
ソ
ヨ
ゴ
、
ク
ロ
ソ
ヨ

ゴ 、
ア
セ
ビ
を
は
じ
め
と
す
る
二
十
五

種
。
草
木
層
で
は
コ
ケ
モ
モ
、
ツ
ル
シ
キ
ミ
、
ツ
ル
ア
リ
ド
ウ
シ
、
キ
ッ
コ
ウ
ハ
グ
マ
、
ト
ガ
ス
グ
リ
を
含
む
三
十
六
種
。
コ
ケ
層
で
ミ

ヤ
マ
ハ
チ
ゴ
ケ
ほ
か
四

種
。
つ
る
植
物
で
ツ
ル
デ
マ
リ
ほ
か
二

種。
着
生
植
物
で
は
ノ
キ
シ
ノ
ブ
ほ
か
八
種
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と

し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
特
異
な
溶
岩
上
に
発
達
・
適
応
し
た
極
生
相
の
森
林
で
、

南
ア
ル
プ
ス
、
秩
父
山
塊
方
面
の
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
、
シ
ラ
ビ

ソ
、
コ
メ
ツ
ガ
、
ブ
ナ
、
イ
ヌ
ブ
ナ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
、
ツ
ガ
、
ア
カ
マ
ツ
な
ど
を
主
と
す
る
森
林
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
る
。

第
四
節

村
指
定
文
化
財
(
有
形
文
化
財
)

(鳴
沢
村
八
〇
七
三
番
地

)

春
日
神
社
本
殿

昭
和
五
十
六
年
九
月
二
十
一
日
指
定

天
児
屋
根
命
を
祭
神
と
す
る
春
日
神
社
の
創
建
や
沿
革
に
つ
い
て
の
詳
細
は
明
確
を
欠
く
が
、
『
甲
斐
国
志
』
は
社
地
三

段
三

畝
拾
五

歩
、
本
村
の
産
土
神
と
さ
れ
、
『
日
本
社
寺
明
鑑
』
に
は
長
元
年
間
(
一
〇
二
八
‒
三
七
)
平
忠
常
謀
反
の

折
、
源
頼
信
が
勅
を
奉
じ
て

こ

れ
を
征
す
に
当
た
っ
て
、
家
臣
某
(
一
説
に
簔
田
氏
)
が
戦
捷
を
祈
願
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
不
思
議
に
も
一
戦
に
よ
っ
て
平
ら
げ
る
こ
と
が
で

き
た
。
彼
は
こ
の
村
に
居
住
し
、
長
暦
二
年
(
一
〇
三
八
)
そ
の
報
賛
の
た
め
社
殿
を
造
営
さ
れ
た
と
い
う
。

明
和
八
年
(
一
七
七
一
)
に

社
殿
が
再
興
さ
れ
、

降
っ
て
明
治
四
十
年
二
月
(
一
九
〇
七)

神
餅
幣
帛
供
進
指
定
神
社
と
な
っ
た
。
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明
和
再
建
(
棟
札
)
の
現
本
殿
は
、
一
間
社
流
造
、
屋
根
柿
葺
。
正
面
に
軒

唐
破
風
付
の
向
拝
を
設
け
、
浜
床
を
備
え
る
。
身
舎
は
円

柱、
桁
行
一
一
四

梦
、
梁
間
一
〇
二
秒
。
四
面
に
縁
長
押
、
内
法
長
押
を
ま
わ
し
、
頭
貫
を
通

し
て
先
端
に
木
鼻
を
つ
け
、
さ
ら
に
台
輪
を
お
く
。
架
構
は
三
手
先
の
斗
棋

を
組
み
、
詰
組
と
し
、
そ
の
左
右
に
蟇
股
を
入
れ
る
。
正
面
は
小
脇
柱
に
小

脇
板
構
と
し
、

中
央
に
八
双
金
具
付
の
両
開
板
戸
を
釣
り
こ
む
。

両
側
面
と

背
面
は
板
壁
で
そ
の
全
面
を
彫
刻
で
飾
る
。
な
お
、
正
側
面
に
は
腰
組
に
よ
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っ
て
支
え
ら
れ
た
高
欄
付
の
博
縁
を
め
ぐ
ら
し
、
両
側
の
後
端
に
彫
刻
の
施
さ
れ
た
脇
障
子
を
た
て
、
正
面
に
擬
宝
珠
親
柱
付
の
昇
高
欄

を
も
つ
木
階
の
五
級
を
設
け
、

階
段
を
お
り

た
前
面
に

浜
床
を
備
え
る
。

軒
は
板
軒
で
極
を
欠
き
、
そ
の
全
面
を
雲
形
彫
刻
で
飾
る
。
こ
の
同
類
と
し
て
県
内
で
は
他
に
恵
林
寺
開
山
堂

(元
文
五
年
・
一
七
四
〇
)

一
棟
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

妻
は
虹
梁
太
瓶
束
式
、

破
風
板
に
蕎

懸
魚
を
着
け
る
。

向
拝
は
一
間
、

柱
は
几
帳
面
取
り
の
方
柱
で
あ
る
。
桁
行
に
太
め
の
虹
梁
を
架
し
、

木
鼻
に
は
獅
子
の
彫
刻
を
つ
け
る
。
柱
上
に
大
斗

を
置
き
、
実
肘
木
付
の
出
三
斗
を
連
繋
し
た
組
み
物
で
丸
桁
を
支
え
、
斗
棋
間
の
全
面
を
彫
刻
で
埋
め
る
。
さ
ら
に
丸
桁
か
ら
左
右
一
対

の
菖
蒲
桁
を
だ
し
、
輪
極
ぬめ
き
の
板
軒
と
し
こ
れ
に
も
彫
刻
を
施
す
。
前
面
の
唐
破
風
に
は
鬼

毛
通
と
し
て
鶴
の
彫
物
を
懸
け
る
。
身
舎
と
は
海
老
虹
梁
で
繋
ぎ
、
木
鼻
に
獅
子
頭
の
彫
刻
を

つ
け
る
。

こ
の
建
物
の
特
色
は
、
随
所
に
施
さ
れ
た
、
ゆ
た
か
な
意
匠
と
す
ぐ
れ
た
彫
技
に
よ
る
彫
刻

装
飾
に
あ
る
。
し
か
も
、
江
戸
末
期
に
お
け
る
固
定
化
の
情
勢
下
に
あ
っ
た
社
寺
建
築
の
動
向

を
ふ
ま
え
な
が
ら
、

全
体
的
に
は
均
衡
を
失
わ
ず
、

よ
く
工
人
の
力
両
が
発
揮
さ

れ
て

い
る

点
、

貴
重
な
遺
構
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

(鳴
沢
村

二
番
地

)

八
幡
神
社
本
殿
及
び
舞
殿 ・

昭
和
五
十 三
六 三
年
九 三
月
二
十
一
日
指
定

祭
神
は
応
神
天
皇
で
創
建
は
慶
長
年
間
(
一
五
九
六
～
一
六
一
五
)
と
伝
え
ら
れ
る
。

寛
政
年

間
(
一
七
八
九
～
一
八
〇

一
)
集
落
の
大
火
で
社
殿
、
古
記
録
な
ど
一
切
を
焼
失
、

詳
細
は
明
ら

か
で
な
い
。

文
化
十
四
年
(
一
八
一
七
)
に
は
拝
殿
が
竣
工
、
降
っ
て
文
政
八
年

(
一
八
二
五
)
正
月
二
十
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九
日
に
本
殿
の
完
成
を
み
た
。
当
本
殿
は
近
代
作
で
あ
る
が
、
唐
破
風

付
き
の
向
拝
を
も
つ
一
間
社
で
三
手
先
の
斗
棋
を
組
み
、

華
や
か
で
か

つ入
念
な
彫
刻
に
よ
っ
て
装
飾
さ
れ
、
よ
く
整
備
さ
れ
た
名
建
築
で
あ

る

e。

o

な
お
、

境
内
の
舞
殿
は
、
茅
葺
の
建
物
で
あ
る
が
、
歌
舞
伎
の
本
格

的
な
舞
台
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
比
較
的
類
例
の
少
な
い
、
い
わ
ゆ
る
奈

落
操
作
の
回
り
舞
台
の
構
え
が
あ
る
。
住
民
多
数
の
信
仰
に
も
支
え
ら

れ
た
娯
楽
施
設
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
の
初
期
ご
ろ
ま
で
は

盛
ん
な
興
行
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。

薬
明
王
大
権
現
石
碑

(
鳴
沢
村
三
八
八
六
番
地
)

昭
和
五
十
六
年
九
月
二
十
一
日
指
定

碑
高
八
〇
形
、

幅
三
九
形
、
厚
さ
四
三
秒
。
材

石
は
玄
武
岩
。
村
内
最
古
の
石
造
物
で
、

碑
面
に

「
建
長
五
年
癸
丑
三
月
廿
七
日
」

(
一
二
五
三
)

の
刻
銘
が

あ
る

。

こ
れ
は
平
安
中
期
の
こ
ろ
確
立
を
み
た
本
地
垂

迹
説
の
盛
行
に
伴
い
、
本
地
の
薬
明
菩

薩
が

、
薬
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明
王
大
権
現
と
し
て
こ
の
地
に
姿
を
現

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
方
の
古
い

*
信
仰
を
示
す
遺
品
で
あ
る
と
同
時
に
、

金
石
文
の
上
か
ら
も
貴
重
と
い
え
る
。

魔
王
天
神
社

(
鳴
沢
村
七
五
八
五
の
二
番

地
)

昭
和
五
十
七
年
七
月
十
六
日
指
定

w

祭
神
は
経
津
主
神
で
、

例
祭
日
は
四

月
十
八
日
で
あ
る
。
『
日
本
社
寺
明
鑑
』

に
「
八
代
郡
下
部
、
熊
野
神
社
/
亥
方

ニ
ガ
ル
約
十
間
ノ
所
ニ
ア
リ
、

承
和
三

年
九
月
修
理
大
夫
正
信
/
創
建
ニ
シ

テ
、

享
禄
元
年
神
慮

ニ
依
リ
現
社
地

=

遷
宮
ス
」

と
記
さ
れ
て
い
る

。

戦
時
中
は
近
郷
近
在
か
ら
武
運
長
久

祈
願
の
た
め
参
詣
人
で
大
い
に
賑
わ
っ

人
た
。
ま
た
、
境
内
に
は
風
の
神
社
、
疱

瘡
神
、
小
御
嶽
本
宮
が
祀
ら
れ
て
い
る
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が
、
こ
の
う
ち
小
御
嶽
本
宮
は
『
甲
斐
国
志
』
に
よ
れ
ば
「
前
略
此
社

は中
二
古
太
郎
坊

/
小
祀
ア
リ
後
富
士
ノ
中
腹
小
御
嶽
二
遷
シ
テ
小

御
嶽
権
現
ト
称
ス
」
と
あ
る
。
村
で
は
、

魔
王
大
六
天
と
い
っ
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

(鳴
沢
村

一
七
番
地

)

元
禄
裁
許
状

昭
和
五
十
八 五
年
二 五
月
二
十
八
日
指
定

貼
り
合
わ
さ
れ
た
楮
紙
、

縦
一
五
六
渉
、

横
二
四
〇
秒
。

本
文
十
六

行
、

七
百
八
十
字
。

裏
面
の

着
彩
見
取
図
に
裁
定
の

国
境
線
を
墨

筆
で
記
し
、
そ
の
線
上
に
裁
定
者
の
印
が
あ
る
。

本
状
は
濃
茶
褐
色
漆
塗
り
の
箱
に
収
納
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
れ
を
厚
い
和
紙
袋
に
入
れ
て
保
管
し
て
い
る
。
こ
の
表 裁
計 許
状

は
、
甲
駿
の
国
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境
紛
争
に
端
を
発
し
た
も
の
で
、
元
禄
十
四
年
(
一
七
〇
一)
以
前
か
ら
片
蓋
山
近
く
の
天
神
山
ま
で
は
駿
河
領
で
あ
る
と
主
張
し
て
い

た
駿
州
の
根
原
・
上
井
出
両
村
の
百
姓
が
、
し
げ
く
越
境
し
て
来
た
ば
か
り
か
、
従
来
の
論
議
を
む
し
か
え
し
て
き
た
の
で
、

成
沢
村
外

七
ヶ
村
が
こ
ぞ
っ
て
反
論
し
、
訴
状
を
谷
村
の
代
官
所
に
提
出
し
た
。
提
訴
か
ら
一
年
八
ヶ
月
後
の
元
禄
十
五
年
十
二
月
四
日
、

幕
府
の

こ
の
裁
許
状
に
よ
っ
て
論
争
に
結
着
が
つ
い
た
。
検
分
の
結
果
を
総
合
す
る
と
、
甲
州
の
百
姓
の
言
い
分
が
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
よ
っ

て
本
栖
と
駿
河
境
も
改
め
る
と
と
も
に
、
絵
図
面
に
墨
線
を
引
き
、
そ
れ
に
加
印
し
て
国
境
を
確
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、

秋
の
農
作
業
を
終
え
る
と
早
速
山
稼
ぎ
に
移
る
と
い
う
、
当
村
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
働
き
場
所
が
他
国
に
奪
わ

れ
る
こ
と
な
く
、

確
保
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
当
村
に
と
っ
て
は
ま
こ
と
に
重
大
な
事
件
で

あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

国
境
論
争
に
対
す
る
幕
府
直
々
の
裁
許
状
は
珍
し
く
、
し
か
も
村
民
の
生
活
の
か
か
っ
て
い
た
歴
史
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

第
五
節

有
形
民
俗
文
化
財

湯
立
の
釜

/魔 春鬼王 日天
神
社
鳴
沢
村
七 八
〇五
八 七
五 三
番
地
)

昭
和
五
十
八
年
二
月
二
十
八
日
指
定

湯
立
と
は
、

神
前
で
釜
に
湯
を
わ
か
し
、

清
め
の
た
め
に
笹
で
そ
の

湯
を
振
り
か
け
る

神
事
で
あ
る
。

通
例
湯
立
の
際
は
、

巫
女
が
笹
を
持
つ
の
が
古
態
で
あ
る
が
、

神
主
、
法
印
な
ど
が
こ
れ
に
か
わ
る
場
合
も
あ
り
、
当
村
で
は
神
主
が

こ
れ
を
行
っ
た
。
こ
の
ふ
り
か
け
る
行
法
の
反
復
に
よ
っ
て
、
巫
祝
が
自
ら
あ
る
い
は
傍
の
一
人
に
神
を
憑
ら
し
め
、
そ
の
人
の
こ
と
ば

を
通
じ
て
神
の
心
を
得
よ
う
と
し
た
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
の
笹
は
い
わ
ゆ
る
幣
束
と
同
様
「
神
力
の
表
示
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
湯
に
浸
し

て
そ
そ
ぐ
の
は
、
神
命
を
聴
け
と
の
指
令
の
姿
で
あ
っ
た
。
古
代
の
人
は
忌
み
や
穢
れ
を
極
端
に
嫌
っ
た
、
そ
れ
は
人
の

命
を
む
し
ば
む



「元文三年午十九日鳴沢村山守神主六兵衛せわやき与三兵衛」、銘入りの湯立の 釜
(右)、左は鳥居の陽鋳銘。

安政二年の 陽鋳銘 天明五年の陽鋳銘

鳴沢村民俗資料庫に 保存されている湯立の釜

-198
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も
の
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
湯
立
は
、
そ
れ
を
祓
う
一
つ
の
方
法
で
厳
粛
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
神
事
に
使
う
の
が
湯
立
の
釜
で
あ
る
。

鳴
沢
村
に
は
現
在
、

次
に
略
記
す
る
ご
と
き
い
ず
れ
も
鉄
製
の
こ
の

種
の
釜
四
口
が
珍
蔵
さ
れ
て
い
る
(
法
量
の
単
位

)
。

村
の
古
老
に
よ
れ
ば
「
山
か
ら
松
の
巨
木
を
切
り
出
し
、

道
祖
神
場
に
カ
マ
ド
を
造
り
、

釜
を
乗
せ
て
湯
を
沸
か
す
。

神
主
は
神
事
の

あ
と
、
笹
を
束
に
し
た
箒
状
の
も
の
を
沸
騰
し
た
湯
に
つ
け
て
群
集
に
ふ
り
か
け
て
、
厄
払
い
の
し
る
し
と
す
る
。
そ
れ
が
終
わ
っ
て
神

主
は
湯
の
中
に
手
を
入
れ
る
が
、
決
し
て
火
傷
は
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
神
威
を
示
す
行
為
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

」 。

い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
一
括
道
祖
神
場
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
中
断
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
貴
重
な
釜
が
現
在
総
合

セ
ン
タ
ー
(
郷
土
資
料
室
)
に
移
管
、
保
存
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
湯
立
の
釜
は
、
年
代
の
明
確
な
、
し
か
も
縁
あ
る
い
は
内
面
に
す
ぐ
れ
た
陽
鋳
銘
を
も
つ
も
の
で
、
こ
の
地
域
に
長
い
間
行
わ

れ
て
き
た
民
俗
の
一
端
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
す
ぐ
れ
た
有
形
民
俗
文
化
財
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

1
e
r
o
n
o

外
径
五
九
・
三

内
径
四
八
・
五

高
さ
三
三
・
三
。
内
面
に
次
の
陽
鋳
銘
が
あ
る
。
「
元
文
三
年

午
九
月
十
九
日

鳴
沢
村

山
守
神
主

六
兵
衛

せ
わ
や
き

与
三
兵
衛
」
(
一
七
三
八
年
)
な
お
、
銘
文
の
対
向
面
に
鳥
居
一
基
が
同
様
に
陽
鋳
さ
れ
て
い
る
の
も
珍
奇
と
い
え
よ
う
。

2
外
径
五
八
・
五

内
径
四
七
・
八

高
さ
三
四
・
五

・

。
「
天
明
五
乙
巳
年
九
月
吉
日

奉
納
春
日
大
明
神

郡
内
成
沢
村
仲
」
(
一
七
八
五
年
)

の
陽
鋳
銘
が
あ
る
。

3
外
径
六
〇
・
〇

内
径
四
八
・
五

高
さ
三
二
・
三
。
「
安
政
二
年
卯
九
月
吉
日

奉
納
大
六
天
神

願
主

当
村
氏
子
中
」
(
一
八
五
五
年
)
、

こ
れ
も
陽
鋳
銘
で
あ
る
。
現
在
底
の
一
部
に
欠
損
が
あ
る
。

4
外
径
七
〇
・
三

内
径
五
八
・
〇

高
さ
四
九
・
〇
。
無
銘
で
あ
る
が
最
も
大
き
い
。



第
六
節

無
形
民
俗
文
化
財

鳴
沢
の
太
太
神
楽

昭
和
五
十
七
年
七
月
十
六
日
指
定

こ
の
神
楽
は
、
当
村
に
伝
わ
る
数
少
な
い
芸
能
遺
産
で
あ
る
。
民
俗
学
者
後
藤
義
隆
氏
に
よ
れ
ば
「
神
楽
は
正
確
に
伝
え
ら
れ
、
よ
く

古
様
を
存
し
、
と
く
に
九
字
の
切
り
方
に
特
徴
が
あ
る
。

ま
た
、

猿
田
の

舞
、

国
固
め
の

舞
な
ど
に
み
ら
れ
る
呪
法
は
貴
重
で
あ
る
」
と

さ
れ
て
い
る
。

安
政
三
年
(
一
八
五
六
)
三
珠
町
か
ら
、
ふ
じ
屋
の
源
右
衛
門
が
神
楽
の
師
匠
を
招
い
て
実
演
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
る
。
爾

来
源
右
衛
門
ら
の
熱
意
が
逐
次
受
け
継
が
れ
、
現
在
で
六
代
目
の
神
楽
人
に
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
い
ま
神
楽
継
続
保
存
会
十
数
名

に
よ
っ
て
護
持
さ
れ
て
い
る
。

神
楽
は
次
の
よ
う
な
順
序
で
行
わ
れ
る
。

。
祝
詞
奏
上

○
よ
せ
太
鼓
1
こ
の
舞
②

行
の
舞
③

刀
玉
の
舞
④

ず
め
の
舞
⑤
猿
田
の
舞
⑥
事
代
主
の
舞
⑦

固
め
の
舞

⑧
須
佐
之
男
の
舞
⑨
金
山
の
舞
⑩
岩
戸
の
舞
⑩
月
の
舞
②

の
舞

○
よ
せ
太
鼓

○
千
秋
楽

詳
細
は
民
俗
関
係
の
項
に
ゆ
ず
る
。

後
藤
義
隆
著

『
鳴
沢
の
太
太
神
楽
』
(
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
)

鳴
沢
教
育
委
員
会

参
照
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第
七
節

そ
の
他
の
文
化
財
(
有
形
文
化

財
)

山
神
社
本
殿

春
日
神
社
拝
殿
内
の
左
右
に
小
規
模
の
社
殿
二

棟
が
拝
さ
れ
る
。

向
か
っ
て
左
方
は
「
山
神
社
」
と
称
さ

れ
、

一
間
社
流

造
、

屋
根
柿
葺
。
桁
行
六
四
・
〇
秒
、
梁
間
六
〇
・
〇
秒形
で
唐
破
風
付
の
向
拝

を
備
え
る
。
春
日
社
本
殿
に
く
ら
べ
簡
素
で
は
あ
る
が
、
総
じ
て
建
築
年
次
は
や
や
下
る
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

天
王
社
本
殿

そ
の
二
は
右
方
の
天
王

社

で
、

山
神
社
同
様
一

間
社

流

造
、

唐
破
風
付
向
拝
を
設
け
、

本
桁
行
七
三
・
五
形
、
梁
間
六
〇

・
〇
秒
。
正
・
側
面
に
腰
組
に

支
え
ら
れ
た
博
縁
を
め
ぐ
ら

し
、

両
側
端
に
脇
障
子
を
建
て

る
。
正
面
に
昇
高
欄
付
の
木
階

を
備
え
、

前
面
に

浜
床
が

あ



(裏面) 春日神社御正体(表)
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る

r
e。

妻
飾
は
豕 灰
探
首
式
、

屋
根
は
桧
皮
葦
で
あ
る
。

こ
の
建
物
は
彫
刻
に
よ
る
装
飾
を
避
け
、
簡
素
で
あ
り
、
ま
た
、
細
部
の
手
法
も
す
ぐ
れ
特

に
唐
破
風
の
至
極
古
風
な
姿
は
注
目
さ
れ
、

お
そ
ら
く
江
戸
初
期
を
下
ら
な
い
本
村
最
古
の
遺

構
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る

。

春
日
神
社
の
御
正
体

御
正
体
と
は
、
銅
や
木
の
鏡
板
に
神
仏
の
御
影
・
尊
名
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
鏡
を
御
神
体
と

す
る
、

わ
が
国
古
来
の
習
俗
に
本
+
地
垂
迹汁
の
説
が
浸
透
す
る
に
つ
れ

て
、
と
く
に
盛
行
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
天
福
元
年
(
一
二
三
三
)
の
櫛
形
町
穂
見
神
社
の
御

正
体
(
昭
和
四
十
年
県
指
定

)、
正
応
三
年

(
一
二

九
〇
)
の
若
草
町
法
善
寺
現
蔵
の
八
幡
本
地
仏

懸
鏡

(
昭
和
五
十
四
年
県

指
定
)
な
ど
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

春
日
神
社
の
御
正
体
(
懸

鏡)
も
そ
の
好
例
で
あ
る
。

鏡
板
は
銅
製
、
円
形
で
径
一
八
形
周

囲
に
覆
輪
を
め
ぐ
ら
し
、
内
に
総
高
約
八
ち
ほ
ど
の
騎
鹿
の
春
日
神
像
を
鏡
体
と
一
�
で
造
形

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
両
肩
に
あ
た
る
と
こ
ろ
に
は
懸
垂
用
の
座
を
設
け
て
あ
る
。
本

殿
の
奥
深
く
奉
懸
し
た
も
の
で
あ
る
。

全
体
と
し
て
の
均
衡
は
必
ず
し
も
良
好
と
は
い
え
な
い
が
、

推
定
江
戸
中
期
の
制
作
と
み
る

の
が
常
識
で
あ
ろ
う
。
当
社
に
は
ほ
か
に
「
鳴
沢
村
仲
」
か
ら
奉
納
さ
れ
た
、
天
明
五
年
(
一
七
八
五
)
在
銘
の
湯
立
の
釜
一
口
(
現
在
村

の
郷
土
資
料
館
に
保
管
中
)
も
あ
り
、
そ
の
項
で
概
説
さ
れ
て
い
る
が
、
陽
鋳
在
銘
の
名
品
多
数
が
残
さ
れ
て
い
る
。
懸
鏡
と
無
関
係
と

は

い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
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版
本
大
般
若
経
(
通
玄
寺
蔵
)

こ
の
経
典
は
大
品
般
若
経
と
も
い
わ
れ
る
が
、

詳
し
く
は
「
大
般
若
波
羅
蜜
多

経
」
で
、

史
家
の
資
料
と
し
て
も
貴
重
な

『
大
唐
西
域
記
』
の
著
者
、
唐
僧
玄
奘
(
六
〇
一
～
六
六
四
)

が
勅
を
奉
じ
て
梵
本
か
ら
漢
訳
し
た
も
の
で
、
一
切
の
諸
法
は
皆
空
で
あ
る
と
の
思
想
を
明

ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

中
国
で
は
翻
訳
の
完
成
し
た
高
宗
の
竜
朔
三
年
十
月

(
六
六
三
)
に
斎
会
を
設
け
て
講
讃

さ
れ
た
。
こ
れ
が
「
大
般
若
会
」
の
始
め
と
な
り
、

わ
が
国
で
も
勅
命
に
よ
っ
て
古
く
か
ら

行
わ
れ
、
国
家
安

穏
と
除
災
招
福
の
た
め
大
寺
で
は
毎
年
の
恒
例
と
な
っ
た
が
、
大
蔵
経
中

最
も
浩
瀚
な
た
め
、
七
日
か
ら
数
ヵ
月
に
わ
た
る

か
、

万
僧
、
六
百
僧
な
ど
と
多
く
の
人
数

で
行
わ
れ
た
が
、
後
世
は
各
巻
の
表
題
と
数
行
の
み
を
読
誦
し
、
あ
と
は
折
本
を
サ
ラ
サ
ラ

と
開
き
流
し
て
次
に
進
む
方
法
を
採
る
と
こ
ろ
か
ら
、
大
般
若
転
読
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

ま
た
、
写
経
は
、
そ
の
功
徳
か
ら
平
安
・
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
貴
賤
僧
俗
を
問
わ
ず
盛
ん

に
行
わ
れ
、

甲
州
で
は
建
長
六
年
(
一
二
五
四)

の
奥
書
が
あ
る
重
要
文
化
財
の
若
草
町
法
善
寺
本
五
百
六
十

一
巻
(
明
治
三
十

八
年
指

定
)
が
あ
る
。

経
典
の
需
要
が
増
す
に
つ
れ
、
大
陸
か
ら
の

輸
入
も
ま
ま
な
ら
ず
、

わ
が
国
独
自
の
春
日
版
な
ど
が
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
弘
安
六
年
(
一
二
八
三
)
校
合
の
境
川
村
実
相
寺
本
(
昭
和
五
十
年
県
指
定
)
は
そ
の
一
例
か
。

戦
国
の
争
乱
も
収
ま
っ
た
江
戸
初
期
、
文
運
の
隆
昌
か
ら
需
要
の
急
増
に
伴
っ
て
出
現
し
た
の
が
天
海
版
や
鉄
眼
の
一
切
経
版
で
あ
る
。

天
海
(
慈
眼
大
師
・
寛
永
二
十
年
・
一
六
四
三
・
寂
)
は
徳
川
家
康
に
崇
敬
さ
れ
た
高
僧
で
あ
る
。

寛
永
十
四
年
(
一
六
三
七
)
一
切
経
の
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校
刻
を
企
て
て
十
二
年
後
に
完
結
し
た
。

そ
れ

冷 九
月 州
難秋
波天
童 信
女 士
四
山米 聊郎
屋 兵
新 衛增
左 拍發衛 白

自門 銀
指

一
兩丙大
錢 二
錢二 歲
九分 小
分護 小薦

粉
が
天
海
版
一
切
経
で
、
久
遠
寺
所
蔵
の
大
般
若

金
信
尼
信
士
宗
不
圓

指
一
雨

清
左

衛
門

七
兵
衛
尉
各
指
三
錢

信
男

信
女
若

于
人
共 类

推
,
一
兩

経
に
は
明
暦
二

年
(
一
六
五
六
)
の
奥
書
が
あ

五
錢
助
刻
此

大
般
若
経
第
五
百

二
十
念

沙
門
鐵
眼
墓
刻

る
(延
費
丁
巳
年
季
夏
月
黄
檗

山
蔵藏

院
識

(玉
手

・一
次
七と
七や
)

大
般
若
経

手
藤

S
鉄
眼
(
宝
蔵
国
師

天
和
二
年
・
一
六
八
二
・
寂
)

は
肥
後
熊
本
の
人
で
、
十
三

歳
で
出

家
す
る

攝
州
大
坂
信
士
泉
屋
又
右

衛
門
相

白
銀
五
兩

并
信
男

女
若
干
人
共
捐
一
雨 H
E

: 此
が
、

将
軍
家
綱
の
招
き
に
応
じ
て

承
応
三

年
大

殺
若

經
第
五
百
一
卷

仰
新祈

風
調

雨
灑

國
泰
民
安

延
道寶

均五
年 蒸

季 咸夏 超
月
黄 外國 檗榮 者

山
寶
蔵

院
設

(
一
六大
を 七
と 七
年

)
(
一
六
五
四
)
に
来
朝
し
、
の
ち
宇
治
に
万
福

寺
を
建
て
日
本
黄
檗
宗
の
開
祖
と
仰
が
れ
る
隠

元
(
寛
永
十
三
年
・
一
六
七
三
・
寂

歳
八
十
二
)
に
謁
し
た
。
そ
の
後
大
蔵
経
の
開
刻
を
発
願
し
諸
方
に
資
金
を
募
っ
て
、
寛
文
九
年
(
一
六

六
九
)
か
ら
十
余
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
つ
い
に
完
成
し
た
。
こ
れ
が
鉄
眼
版
一
切
経
で
あ
る
。
そ
の
版
木
四
万
八
千
二
百
七
十
五
枚

(
昭
和
三

十
二
年

重
要
文
化
財
指
定
)
は
京
都
府
宇
治
の
黄
檗
山
の
宝
蔵
院
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。

通
玄
寺
所
蔵
の
こ
の
大
般
若
経
は
縦
二
七
・
四
秒

横
八
・
二
形
の
法
量
を
も
つ
折
本
で
、
前
記
の
「
鉄
眼
版
」
六
百
巻
で
あ
る
。
安

政
四
年
(
一
八
五
七
)
三
月
十
八
日
、
時
の
住
持
恐
山
師
の
折
什
物
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
当
所
(
成
沢
)
の
蓮
華
寺
且
中
渡
辺
富
右
衛
門

外
九
人
の
願
主
の
努
力
も
し
の
ば

れ、
各
巻
の
奥
書
に
よ
っ
て
も
遠
近
の
檀
信
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
熱
意
篤
信
の
結
果
で
、
元
祖
代
々
の
精
霊

を
慰
め
、

無
病
息
災
を
念
じ
、

ま
た
、

養
蚕
の
豊
作
・
商
売
繁
盛
・
子
孫
長
久
の
願
い
を
こ
め
て
の
寄
進
で
あ
っ
た
。
応
募
の
範
囲
は
郡

内
一
円
で
、
当
時
の
村
成
沢
が
百
二
十
一
人
、
大
和
田
五
十
九
、
西
之
湖
十
四
、
下
吉
田

五、
舟
津
三
、
長
浜
二
、
大
明
見
・
小
明
見
・

大
嵐
各
一
の
計
二
百
七
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
最
多
の
応
募
者
は
願
主
人
名
簿
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
西
之
湖
の
三
浦
善
右
衛
門
で
次
記
の
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四
十
巻
に
も
達
す
る
。

斐
Go

t
o 6留
郡
変
澤

我
澤 深

山
通

玄
寺奇

巻
第
五
六
一
～
五
七
〇
、
五
七
一
～
五
八
〇
、
五
八
一
～
五
九
〇
、
五
九
一

�
政
写

己
藏
三
月
十谷 八日

�
住
恐

山
代
置
之

～
六
〇
〇
。
二
十
巻

村
の
利
右
衛
門

同
姉
二
三
一
～
二
五
〇
。
忠
五
郎

願
主
人
名
薄

同
妻
一
〇

一
～
一
二
〇
。

一
渡
邊
富
右
衛
門

el
g

十
五
巻

村
の
浅
右
衛
門
三
三
六
～
三
四
〇
。

佐 通
寺藤
中源
次

西
方 渡寺 邉五中

仁
右

十
三
巻

村
の
半
左
衛
門
一
九
一
～
二
〇
三

。

古
演
�

寺
且中

小
林
多
右衛

大
田
和

・ 富

渡 青
豆邊

干

德
古
街

十

～ 巻

八
〇 村

。 の

忠 源
八五

郎郎
同 母
三妻

一一 ～〇
一 四

～ 〇
。一

清〇 之

。 照

善 五

左 一
～衛

六門

〇一

。八

友一
～ 右
衛一
九 門

〇 七

。 一
徳
右衛

門
德
兵

一

～
一〇

～
渡
邉 邊
傳
次�
右衛
門

渡
邊
停
お 右
衛寄
門

利
右
衛
門
二
三
一
～
二
四
〇
。
利
右
衛
門
同
妻
二
四
一
～
二
五
〇
。
民
右
衛

司
D

渡
邉 邊

市
佐

衛
門

西
三浦

釜
衛

門
二
八
一
～
二
九
〇
。
善
右
衛
門
三
二
一
～
三
三
〇
。
銀
蔵
四
一
一
～
四
二

つ
。
西
之
湖
の
善
兵
衛
姉
五
五
一
～
五
六
〇

。

他
は
省
略
す
る
が
、

な
か
に
は
巻
四
七
九
の
ご
と
き
大
田
和

の
某
氏
ら
三
人
で
寄
進
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

な
お
、

寺
に
は
こ
の
他
に
大
般
若
経
の
巻
第
五
七
八
に
あ
た

る
、
「
第
十
般
若
理
趣
分
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
貞
享
二
年

歳
在
乙
丑
正
月
穀
旦

慈
海
宋
順

校
合

洛
陽
書
林
伊
藤
次

郎
兵
衛
刊
行
」
(
一
六
八
五
)
の
刊
記
が
あ
る
。
施
主
は
成
沢
村

の
小
林
幸
助
で
、
文
化
十
四
丁
丑
年
九
月
吉
辰
(
一
八
一

七
)
、

通
玄
寺
住
山

保
山
代
に
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

紙
本
著
色
仏
涅
槃
図
(
通
玄
寺

蔵
)
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こ
の
仏
画
は
、
釈
迦
が
印
度
の
拘
尸
那
掲
羅
に
お
い
て
、
大
涅
槃
に
入
る
状
景
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

寺
院
で
は
毎
年
二
月
十
五
日

の
涅
槃
会
に
、
こ
の
図
を
掲
げ
て
釈
迦
を
追
慕
供
養
す
る
法
養
を
厳
修
す
る
が
、
日
本
で
は
貞
観
二
年
(
八
六
〇
)
以
来
行
わ
れ
て
き
た

と
い
う
。

わ
が
国
最
古
の
仏
涅
槃
図
は
、
和
歌
山
県
金
剛
峯
寺
の
応
徳
三
年
(
一
〇
八
六
)
の
名
画
(
昭
和
二
十
六
年

国
宝
)
が
あ
り
、
県
内
に
は

中
世
の
も
と
に
永
享
七
年
(
一
四
三
五
)
の
重
要
文
化
財
石
和
町
大
蔵
経
寺
本
(
大
正
五
年
指
定
)
や
、
弘
治
二
年
(
一
五
五
六
)
に
穴
山
信

友
が
寄
進
し
た
、

南
部
町
円
蔵
院
本
(
昭
和
五
十
八
年
県
指

定)
な
ど

高
名
で

あ
る
。

通
玄
寺
所
蔵
の
こ
の
仏
涅
槃
図
は
、

紙
本
著
色
で
、

軸
装
で
あ
る
。
図
様
は
四
枯
四
栄
の
沙

羅
双
樹
の
間
に
頭
北
面
西
、

臨
終
の
釈
迦
が
床
台
に
大
き
く
横
た
わ
り
、

枕
頭
に
近
く
弥
勒
・

地
蔵
・
観
音
・
文
殊
ら
の
菩

薩、
羅
漢
・
八
部
衆
・
十
大
弟
子
を
は
じ
め
、
王
侯
貴
族
や

庶

民
・
動
物
に
い
た
る
ま
で
参
集
し
て
、
入
滅
を
悲
し
ん
で
い
る
。

画
面
の
上
部
に
は
忉
利
天
か

ら
雲
に
乗
っ
て
急
ぎ
く
だ
る
摩
耶
夫
人
や
勝
音
天
の
姿
が
み
え
る
と
い
う
、
通
途
の
内
容
で
あ

る

e。

o

こ
の
仏
画
に
は
確
た
る
伝
承
も
記
録
も
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
至
極
入
念
な
も
の
で
、

成
立

は
江
戸
中
期
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

観
音
堂
の
千
匹
馬
(
通
玄
寺
境
内
)

臨
済
宗
通
玄
寺
の
境
内
「
展
郷
望
」
に
、
四
国
・
西
国
・
秩
父
と
百
観
音
を
お
ま
つ
り
し
た

観
音
堂
が
あ
る
。

こ
こ
は
、
鳴
沢
全
村
は
も
と
よ
り
、
秀
麗
富
岳
も
一
望
に
お
さ
め
ら
れ
る
景
勝
の
地
で
あ
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り
、
そ
こ
に
建
つ
観
音
堂
(
三
間
×
四
間
)
の
内
外
を
飾
る
の
が
絵
師
氷

堂
の
献
納
に

な
る
力

作
「
千

匹

馬
」
で
、

明
治
二

十
二
年
(
一
八
八
九
)
完
成
の
大
作
で
あ
る
。

か
つ
て
は
堂
の
内
外
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
去
る
昭
和
三
十
四
年
の
七
号
台
風
で
、
軒
下
の
も
の
は

惜

し
く
も
失
わ
れ
、
い
ま
は
堂
内
の
も
の
だ
け
が
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、

絵
師
氷
堂
の
力
両
を
物
語
っ
て
い

る
。
献
額
は
左
右
両
面
と
前
方
の
三
面
に
わ
た
っ
て
懸
け
ら

れ
、

画
面
は
縦
〇
・
七
七
協
、

横
幅
は
あ
わ
せ

て
一
四
・
八
緒
に
も
及
ぶ
も
の
で
、
枠
取
り
さ
れ
た
板
に
布
を
貼
り
、
極
彩
色
を
施
し
た
駿
馬
の
百
相
千
態

で
、
筆
勢
非
凡
、
ま
っ
た
く
他
に
類
例
を
み
な
い
逸
作
で
あ
る
。
村
の
古
老
に
よ
れ
ば
「
こ
こ
の
観
音
菩
薩

は
、

古
く
か
ら
無
病
息
災
、

養
蚕
繁
盛
の
み
仏
と
し
て
霊
験
殊
勝
、
と
く
に
四
月
十
八
日
の
縁
日
に
は
郡
内

各
地
は
も
と
よ
り
、
道
を
遠
し
と
せ
ず
、
河
内
地
方
、
特
に
駿
州
か
ら
も
信
者
多
数
が
雲
集
し
た
と
い
う
。

絵
師
氷
堂
は
一
年
有
余
滞
在
し
て

絵
筆
を
ふ
る
う
の
で
あ
る
が
、

今
も
明
ら
か
の
よ
う
に
、

画
面
に
短
冊
形

に
余
白
を
残
し
て
お
き
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
参
詣
喜
捨
す
る
信
者
の
芳
名
を
書
き
入
れ
た
と
い
う
。
完
成
の
直
後

飄
然
と
村
を
去
ら
れ
た
。

な
お
、
千
匹
馬
揮
毫
に
賛
同
さ
れ
た
遠
近
の
篤
信
者
に
つ
い
て
は
、

小
林
美
知
氏
の
詳
細
な
研
究
が
知
ら

れ
て
い
る
。
大
要
は
次
の
ご
と
く
で

あ
る
。

絵
師
氷
堂
に
つ
い
て
河
西
一
江
氏
は
「
津
向
の
文
吉
は
八
丈
島
(
流
刑
地
)
在
島
二
十
一
年
、
そ
の
間
寺

子
屋
ら
し
い
も
の
を
開
い
て
子
供
ら
に
教
え
、
ま
た
、
得
意
の
医
術
を
も
っ
て
人
々
を
救
っ
た
と
い
う
。
五

十
七
歳
で
明
治
維
新
を
迎
え
、

村
に
帰
っ
て
旅
籠
「
津
向
屋
」
を
営
む
が
、
そ
の
こ
ろ

先
妻
(
安
政
二
年
・

一
八
五
五
・
没

七
十
三

歳)
の
子
栄
吉
を
江
戸
の
在
、
千
住
か
ら
郷
里
に
呼
び
寄
せ
て
、

自
分
は
長
女
の

婚
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家
に
近
く
居
を
構
え
「
帰
国
屋
」
と
称
し
余
生
を
送
っ
た
(
明
治
十
六
年
・
一
八
八
三
・

没
七
十
三
歳

) 。

さ
て
、

津
向
屋
を
継
い
だ
栄
吉
、
後
の
氷
堂
春
信
で
あ
る
。
父
に
似
て
す
こ
ぶ
る
多

才
で
あ
り
、
か
ね
て
か
ら
書
・
画
に
親
し
み
、
苦
心
研
讃
の
末
つ
い
に
一
家
を
な
し
て

「
氷
堂
」
と
号
し
、
大
い
に
活
躍
さ
れ
る
の
で

あ
る

(「
津
向
の
文
吉
」
昭
和
五
十
一
年

『
六
郷
の
里
』
上

六
郷
町
教
育
委
員
会
) 。

い
ま
宮
沢
家
で
所
蔵
す
る
氷
堂
の
記
録
『
画
注
文
認

控
』
(
明
治
二
十
六
年
十
月
三
十

日
～
同
二
十
八
年
一
月
)

は
、

僅
々
ニ
ヵ
年
未
満
の
資
料
で
は
あ
る

が
、

軸
物
(
聖
徳
太

･

子
・
日
蓮
祖
師
像
・
高
砂
・
花
鳥
・
梅
図
・
恵
比
須
大
黒
図
)
や
建
築
関
係
(
花
天
井
・
天
井

法
画
の
竜)
な
ど
と
注
文
の
殺
到
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
梅
画
関

、
'』

紀
元
二
千
五
百

四
十
三

季
(
一
八
八

三
)
と
表
記
さ
れ
た

和
紙
横
綴
じ
の
冊
子

に
は
、
書
画
と
く
に

氷
堂
の
愛
さ
れ
た
と

み
ら
れ
る
梅
に
関
す

る
基
本
的
修
練
画
技

備
忘
録
と
も
い
う
べ
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き
、
注
目
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
い
ま
六
郷
町
内
に
残
さ
れ
た
作
品
は
少
な
い
が
、
家
に
在
っ
て
も
絵
筆
を
ふ
る

い
、
他
郷
に
出
で
て
は

名
作
を
生
ん
だ
。
そ
の
一
は
南
部
町
本
郷
寺
本
堂
の
天
井
画
竜
で
あ
り
、
そ
の
二
が
当
村
通
玄
寺
観
音
堂
の
こ
の
千
匹
馬
で
あ
る
。

な
お
、
長
期
の
滞
在
中
に
残
さ
れ
、
し
か
も
、
も
っ
と
も
得
意
と
す
る
梅
図
と
、
し
ば
し
ば
筆
を
染
め
た
と
伝
え
ら
れ
る
恵
比
須
大
黒

図
を
か
か
げ
る
。
い
ず
れ
も
渡
辺
和
一
郎
氏
の
現
蔵
の
名
品
で
あ
る
。

(植
松

又
次
)
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